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資料１ 調査団員・氏名 
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(1) 現地調査 

氏 名 担 当 所 属 

矢部 哲雄 団長/総括 
独立行政法人 国際協力機構 
資金協力支援部 設計・積算審査室

村上 敏雄 給水計画 
独立行政法人 国際協力機構 
JICA ケニア事務所 

深林 真理 計画管理 
独立行政法人 国際協力機構 
地球環境部 水資源第二課 

菅  真 
業務主任/ 
地下水開発計画 

日本テクノ株式会社 

香川 重善 副業務主任/水理地質 日本テクノ株式会社 

西山 範之 
社会状況調査/ 
運営維持管理計画 

株式会社ｱｰｽｱﾝﾄﾞﾋｭｰﾏﾝｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 

石井 博 施工・調達計画/積算 日本テクノ株式会社 

シャルル・マリリン 通  訳 株式会社テクノスタッフ 

 

(2)  協力準備調査報告書(案)現地説明・協議 

氏 名 担 当 所 属 

涌井 純二 団長/総括 
独立行政法人 国際協力機構 
地球環境部 水資源第二課長 

深林 真理 計画管理 
独立行政法人 国際協力機構 
地球環境部 水資源第二課 

菅  真 
業務主任/地下水開発計
画 

日本テクノ株式会社 

石井 博 施工・調達計画/積算 日本テクノ株式会社 

シャルル・マリリン 通  訳 株式会社テクノスタッフ 
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資料２ 調査行程 
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(1)　現地調査

日付 団長/総括 計画管理 給水計画
業務主任

/地下水開発計画
副業務主任
/水理地質

社会状況調査/
運営維持管理計画

施工・調達計画
/積算 通訳

矢部　哲雄 深林　真理 村上　敏雄 菅　　真 香川　重善 西山　範之 石井　博 シャルル　マリリン

成田(AF277) → パリ

ミニッツ協議

FEER訪問

事務手続き、資料整理

ワガドゥグ → パリ (AF547)

成田着

DGRE、大使館、JICA事
務所訪問

社会調査の状況確認 ワガドゥグ→パリ(AF547）

パリ着

31 3月4日 金

土

33 3月6日 日

水

30 3月3日 木

32 3月5日

27 2月28日

29 3月2日

月

28 3月1日 火

25 2月26日 土

26 2月27日 日

23 2月24日 木

24 2月25日 金

21 2月22日 火

22 2月23日 水

19 2月20日 日

20 2月21日 月

17 2月18日 金

18 2月19日 土

15 2月16日 水

16 2月17日 木

14 2月15日 火

2月14日

金

土

日

月

11

12

13

2月10日

2月11日

2月12日

2月13日

9

10

木

2月2日

2月3日

2月4日

2月5日

水

木

金

土

日

水

2月6日

2月7日

2月8日

2月9日

パリ → ワガドゥグ (AF548)

サイト視察（南部中央地方：第二次計画サイト バゼガ県Doulougou Kagamzince、UEMOA案件サイト Konyoudon、第一次計
画掘さく中のサイト Komansodo）、南部中央地方庁表敬訪問
月

火

ナイロビ→ワガドゥグ
(KQ546)

午前：外務省報告、　午後：JICAブルキナファソ事務所中間報告

官団員

協議事項検討 FEER訪問

協議事項検討

サイト視察（中央プラトー地方 クルウェオゴ県及びウブリテンガ県：ｷﾞﾆｱｳｫｰﾑ案件サイト〔Toeghin Zeguedeghin【Gankin】,
Depalogo Guie 【Bissighin及びSanbin-Nongomalma】〕、第一次計画サイト〔Sourgbila Lao【KO-08】〕、第二次計画サイト〔Niou
Niou-Natenga〕、PROGEAサイト〔Depelogo Pagatenga〕）
サイト視察（中央プラトー地方 ウブリテンガ県及びガンズルグ県：ｷﾞﾆｱｳｫｰﾑ案件サイト〔Zam Kougry【Natenga】〕、第一計画
サイト〔Ziniare Koada-Yarce【OU-24】〕、第二次計画サイト〔Nagreongo Sarogo、Zorgho Tuirepeaulh〕、PROGEAサイト
〔Zorgho Tuire〕

成田　→　パリ（AF277）

　DGREビンブレ局長との協議
　中央プラトー地方第8回CRP（地方運営委員
会）セッション参加

　IGIP社訪問(社会調査現地再委託契約）、
　DGREアキアラ氏訪問

ワガドゥグ → パリ （AF547)

パリ → 成田 (AF276)

　Kourweogo県支局

　Diacfaポンプ製作工場視察
　Ganzourgou県支局、Oubritenga県支局訪問。
聞き取りと現地状況調査

　社会状況調査再委託関連打ち合わせ
　第一次計画施工業者訪問聞き取り

南部中央地方にて維持
管理状況聞き取り

ソフコン計画

資料整理

ミニッツ協議

ワガドゥグ→パリ （AF547）

パリ → 羽田 （AF282）

ミニッツ署名（DGCoop、DGRE及びJICA）

ミニッツ協議、昼食会

資料整理

羽田着

社会状況調査調査票の
確定作業

中央プラトー地方での
社会状況調査管理

社会状況調査員
の配備作業

DGREにて維持管理状
況聞き取り調査

パリ  →  成田 (AF276)

中央プラトー地方関係
者への社会調査説明

社会状況調査調査員に
対する研修

見積り徴収作業、
現地報告書作成

DGRE打合せ(労務単
価、社会保障・厚生福
利率他について）、他

中央プラトー地方関係
者への社会調査説明

採石場確認、Ph.1施工
会社打合せ、見積り整
理、現地報告書作成

Diacfa工場視察、見積り
徴収、DGRE打合せ

気象局訪問、
見積り徴収作業

社会状況調査プレテス
トの実施

資料整理

南部中央地方の社会状
況調査の管理

社会状況調査、南部中
央地方調査開始

運営維持管理体制
の調査

社会状況調査員の南部
中央地方への配備

南部中央関係者への社
会調査実施の説明

運営維持管理体制
の調査

運営維持管理体制
の調査

資料整理

DGRE協議、大使館、JICA事務所中間報告

自然状況調査資料整理

成田着

1

2

3

4

5

6

7

8

ワガドゥグ →
  ナイロビ （KQ546）

在ブルキナファソ日本国大使館表敬、財務省国際協力局表敬、ＪＩＣＡブルキナファソ事務所打ち合わせ、
農業・水利・水産資源省次官表敬、水資源総局協議

社会状況調査再委託応
札第一位評価社との契
約交渉

羽田  →  パリ (AF283）
パリ → ワガドゥグ
　　　　　　　　　(AF548)

ミニッツ協議、昼食会、
ミニッツ署名に参加

ミニッツ協議

見積り書徴収及び依頼
作業,　DGRE打合せ(免
税手続きについて）

社会状況調査調査表の
内容チェック

IGIP社と契約締結

資料整理

IGIP及びDGRE
打ち合わせ

南部中央資材流通状
況・宿泊施設・採石場確
認

見積り資料整理、Ph. 1
常駐管理者との打合せ

資料整理

資料整理

コンサルタント団員

表敬（JICA、大使館、財
務省、MAHRH次官）、
DGRE協議

大使館、JICA事務所、
DGCoop表敬、社会調
査再委託応札書類受
付、その他

見積り依頼作業（建設
会社、車輌販売会社、
資材販売店）、他

ＪＩＣＡ事務所表敬、
社会調査応札書類評価

成田　→　パリ（AF277）

パリ → ワガドゥグ (AF548)

ミニッツ協議
ミニッツ翻訳

ミニッツ協議、翻訳
ミニッツ署名

外務省表敬
JICA現地事務所

見積り依頼作業（掘さく
会社、物理探査会社、
建設会社)

見積り依頼作業（資材
販売店等、水質分析）、
物価上昇調査

見積り書徴収作業

DGRE協議
中央プラトー地方CRP
セッション

IGIP再委託打ち合わせ

Diacfa社訪問
Ganzourgou,
Oubritenga県訪問

Kourweogo県訪問

第一次計画状況確認

資料整理

社会状況調査確認

水質再委託打合せ
UNICEF、AfDB訪問

種々資料翻訳作業

DGRE協議
テクニカルノート協議

Bazega、Zoundweogo
県、南部中央地方支局
訪問、

Nahouri県訪問
自然状況調査随行
水質再委託文書翻訳

水質再委託打合せ
DGRE質問票聞き取り

テクニカルノート翻訳

　第一次計画常駐管理者からの聞き取り

　DGREビンブレ局長との協議
　テクニカルノート交換

　水質分析再委託Agreement交換
　水質分析依頼
　DGREビンブレ局長質問票聞き取り調査

　Nahouri県支局訪問、聞き取り調査
　水質分析用サンプリング、自然状況調査

　Bazega県支局・Zoundweogo県支局及び南部中
央地方支局訪問、聞き取り調査。
　水質分析用サンプリング、自然状況調査

　水質分析再委託先打ち合わせ
　UNICEF訪問、聞き取り調査
　AfDB訪問、聞き取り調査

　社会調査状況確認

資料整理 自然状況調査

　第一次計画現場状況確認

パリ → ワガドゥグ(AF548)

サイト視察（左に同じ）

サイト視察（左に同じ）

サイト視察（左に同じ）
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(1)　現地調査（つづき）

状況確認作業

ワガドゥグ→パリ(AF547）

羽田着

(2)　協力準備調査報告書(案) 現地説明・協議

日付 団長/総括 計画管理
業務主任

/地下水開発計画
施工・調達計画

/積算 通訳

涌井　純二 深林　真理 菅　　真 石井　博 シャルル　マリリン

官団員 コンサルタント団員

成田　→　パリ（AF277）

羽田 → パリ (AF283)

パリ → ワガドゥグ (AF548) パリ → ワガドゥグ (AF548)

　　　　　　　　ＪＩＣＡブルキナファソ事務所打ち合わせ、在ブルキナファソ日本国大使館表敬

　　　　　　　　外務省表敬、財務省国際協力局表敬

　　　　　　　 農業水利省次官表敬、水資源総局キックオフミーティング

　　　　　　　 水資源総局、協力準備調査報告書（案）説明・協議

　　　　　　　 水資源総局、協力準備調査報告書（案）説明・協議

　　　　　　　 水資源総局協議（議事録内容確認）

　　　　　　　 協議議事録最終版作成

　　　　　　　 協議議事録署名（水資源総局長、財務省国際協力局、団長/総括）　於：財務省

PROGEA中間レビューに移行
↓

↓

雨季における現地状況確認

ワガドゥグ →　（23：35発、AF535）

→　パリ　（06：05着、AF535）

パリ　→　（13：30発、AF276）

↓
→　成田　（08：00着、AF276）

10 9月26日 月

9 9月25日 日

8 9月24日 土

7 9月23日 金

6 9月22日 木

5 9月21日 水

4 9月20日 火

3 9月19日 月

2 9月18日 日

1 9月17日 土

35 3月8日 火

36 3月9日 水

34 3月7日 月

パリ → 羽田 (AF282)
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資料３ 関係者（面会者）リスト 
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1) 在ブルキナファソ日本国大使館 

杉浦 勉 

村田 優久夫 

福原 康二 

Ambassadeur 

Conseiller 

2eme Secrétaire 
Chargée de la coopération économique et 
la politique 

特命全権大使 

参事官 

二等書記官 
経済協力・政務担当 

原田 教枝 Chargée de la coopération économique et 
la politique 

二等書記官 
経済協力・政務担当 

 

2) JICAブルキナファソ事務所 

森谷 裕司 
 

田中 香織 

栗元 優 

影山 正 

Représentant Résident 
Burkina Faso, Côte d’ivoire, Togo 

Adjointe au Représentant Résident 

Adjoint au Représentant Résident 

Adjoint au Représentant Résident 

ブルキナファソ事務所長 
コートジボワール支所長 

次長 

所員 

所員 

GANSORE Cheik Assane Moctar Assistante Charge de programme 企画調整担当アシスタント 

 
3) 経済・財務省 , 協力総局（Ministère des Finances et du Budget, Direction générale de la coopération） 

Léné SEBGO Directeur général 総局長 

Philippe PALEMFO Directeur, Direction de la Cooperation 
Bilatérale 

二国間協力局長 

TOE né SABA Pauline Responsable Coopération bilaterale avec 
le Japon, Direction de la Coopération 
bilatérale 

二国間協力局 
日本国担当 

 
4) 外務・地域協力省（ Ministère des Affaires Étrangères et de la Coopération Régionale） 

Benjamin NANA 
 

Diataga OUOBA 

Vivien P. PARE 

Irissa GOUBGOU 

Kayouro COULIBALY 

Directeur, Direction Afrique, Asie, 
Moyen-Orient et Pacifique 

Chef de Service Asie et Pacifique 

Agent de Service Asie et Pacifique 

Agent de Service Asie et Pacifique 

Agent de Service Asie et Pacifique 

アフリカ、アジア、中近東、大洋
州局長 

アジア、大洋州課長 

アジア、大洋州課員 

アジア、大洋州課員 

アジア、大洋州課員 

 
5) 農業・水利省（ Ministère de l’Agriculture et l’Hydraulique : MAH） 

Adam COMPAORE Secrétaire général 次官 

 

A-8



 

6) 水資源総局（Direction Générale des Ressources en Eau : DGRE） 

Ousséini THANOU 

BINGBOURÉ Jean Mathieu 
 

BONKOUNGOU Ousmane 
 

AKIALA Baguiawan 
 

GANAME Yahiya 

SAVADOGO KANZIE Géfine 

BADOLO IVO Mariam 

TOE SOW Rhut 
 

Adama TAPSOBA 

Directeur général 

Directeur, Direction d'Approvisionnement 
d’Eau Potable (DAEP) 

Chef de Service Dévelopment des 
Infrastructures du DAEP (SDI-DAEP) 

Agent de la section Marchés,  
Service Administratiff et Financier (SAF)

Agent, SDI-DAEP 

Agent, DAEP 

Agent, Service Suivi Evaluation (SSE) 

Agent, Service Planification et Appui 
Technique du DAEP (SPAT-DAEP) 

Ingénieur de travaux du Génie Rural 
(SSE) 

総局長 

飲料水供給局長 
 

DAEP施設開発課長 
 

監理・財務課 
市場係員 

DAEP 施設開発課員 

DAEP 職員 

評価・モニタリング課員 

DAEP企画・技術支援課員 
 

評価・モニタリング課 
地方開発エンジニア 

 
7) MAH地方支局及び県支局／中央プラトー地方（DRAH, DPAH / Région du Plateau Central） 

TAPSOBA Gisèle 

NIKIEMA Barnaby 

NAKOULMA Boukaré 

TAPSOBA G. Alexis 
 

BARRY Zara 
 

ILBOUD Barthélémy 

ILBOUD Jean Baptiste 
 

OUÉDRASGO Eugéne 

Directrice Régionale, DRAH 

Agent Service Hydraulique, DRAH 

Directeur / DPAH Kourweogo 

Chef Service Aménagement et Production 
Agricole /DPAH Kourweogo 

Chef Service Étude et Programmation / 
DPAH Kourweogo 

Directeur / DPAH Oubritenga 

Chef Service Aménagement et Production 
Agricole / DPAH Oubritenga 

Directeur / DPAH Ganzouroug 

地方支局長 

地方支局水資源部員 

クルウェオゴ県支局長 

クルウェオゴ県支局 農業整備生
産課長 

クルウェオゴ県支局 調査計画課
長 

ウブリテンガ県支局長 

ウブリテンガ県支局 農業整備生
産課長 

ガンズルグ県支局長 

 
8) MAH地方支局及び県支局／南部中央地方（DRAH, DPAH / Région du Centre-Sud） 

André Patindé NONGUIERMA 

NIKIEMA Tidiano 

THIOMBIANO Adamou 

KIMTORE Kristophe 

Salam KABORÉ 

Directeur Régional, DRAH 

Charge d’Eau Potable, DRAH 

Directeur / DPAH Bazega 

Directeur / DPAH Zoundweogo 

Directeur / DPAH Nahouri 

地方支局長 

地方支局水担当 

バゼガ県支局長 

ズンドウェオゴ県支局長 

ナウリ県支局長 

 
9) 中央プラトー地方庁（Gouvernorat de la Région du Plateau Central） 

Raymond Edouard OUEDRAOGO  

TRAORE Mamadou 

Gouverneur 

Secrétaire général 

地方知事 

秘書室長 
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10) 南部中央地方庁（Gouvernorat de la Région du Centre-Sud） 

Issa COMPAORÉ Secrétaire général 秘書室長 

 
11) 地方給水・設備基金（ Fonds de l’Eau et de l’Équipement Rural : FEER） 

Aimé Roger KABORET 

BELEN Hamadé 

OUEDRAOGO Maoli 

Directeur général 

Directeur financier 

Directeur Technique 

理事長 

財務部長 

技術部長 

 
12) 国立建設・公共事業研究所（ Laboratoire National du Batiment et Travaux Publics : LNBTP） 

YERBANGA Mohamaed 

Ali SANA 

Chef Divisions Matériaux 

Chef Département Géotechnique Routière

材料部門長 

道路地盤部長 

 
13) 交通省総局気象局（Ministère des Transports, Secretariat Général, Direction de la Meteorologie） 

Denis OUEDRAOGO Chef de service coopération, information 
et documentation 

協力・情報・文書課長 

 
14) UNICEF（Fonds des Nations Unies pour l’Enfance） 

TOGOLA Soungalo 
 

Jean Paul OUEDRAOGO 
 

ANDRE Magnus 

Chief Water, Hygiene and Sanitation 
Program. 

Program Officer Water, Hygiene and 
Sanitation Program 

  〃 

水衛生・公衆衛生プログラム課長
 

水衛生・公衆衛生プログラム、プ
ログラムオフィサー 

 〃 

 
15) アフリカ開発銀行（Banque Africaine de Developpement : BAD） 

MOHAMED A. CHERIF 

Barnabé YOUGBARE 

Charge Principal de Programmes-Pays 

Spécialiste en Infrastructure 

国家プログラム所長 

インフラ専門家 

 

16) コミューン関係者 

ILBOUDO S. Pierre 

SAWADOGO N. Robert 

Maire d’Absouya 

Premier adjoint au Maire de Bindé 

アブスヤコミューン長 

ビンデコミューン長第 1補佐 

 

17) OCADES（Organisation Catholique pour le Développement et la Solidarité：NGO） 

OUEDRAOGO Narcise 

 

Chargé du Programme de l’OCADES 
Manga 

マンガ事務所プログラム担当 
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資料４ 討議議事録（M／D） 

  ４a 協力準備調査（現地調査時） 

  ４b テクニカルノート（協力準備調査-現地調査時） 

  ４c 概略設計概要説明時 
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資料４a 協力準備調査討議議事録（M／D）－現地調査時 

 

A-13



A-14



A-15

Suga



A-16

Suga



A-17

Suga



A-18

Suga



A-19

Suga



A-20



A-21



A-22

Suga



A-23

Suga



A-24

Suga



A-25

Suga



A-26

Suga



A-27

Suga



A-28

Suga



A-29

Suga



A-30

Suga



A-31

Suga



A-32

Suga



A-33

Suga



A-34

Suga



A-35

Suga



協議議事録  

ブルキナファソ国 

「第二次中央プラトー及び南部中央地方飲料水供給計画」 

協力準備調査 

 

 

ブルキナファソ国（以下「ブ」国という）政府の要請に基づき、日本国政府は、「第二次中央プラト

ー及び南部中央地方飲料水供給計画」（以下「計画」という）に関する協力準備調査を実施することを

決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」という）に委託した。 

JICA は、JICA 資金協力支援部設計・積算審査室 専門嘱託 矢部 哲雄を団長とする準備調査団（以

下「調査団」）を「ブ」国に派遣した。調査団は、2011 年 2 月 3 日から 3月 7日まで同国に滞在する。 

調査団は、「ブ」国政府、およびその関係機関との協議、対象地域の現地調査を実施し、その結果、

両者はこれまでの協議・調査結果を踏まえ、付属書に記載されている主要事項につき合意した。 

本調査団は引き続き現地調査を実施し、協力準備調査報告書をとりまとめる予定である。 

 

ワガドゥグ 2011 年 2月 10 日 

 

 

 

                  

矢部 哲雄 

団長 

協力準備調査団 

国際協力機構 

 

                  

THANOU Ousseini 

総局長 

水資源総局 

農業・水利・水産資源省 

ブルキナファソ 

 

  

                  

SEBGO Lene 

総局長 

国際協力総局 

経済・財務省 

ブルキナファソ 
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付属書 

 

1. 計画の目的 

計画の目的は、飲料水施設の建設を通じて対象地域住民の安全な水へのアクセスを改善することで、

住民の生活環境を向上させることである。 

 

2. 計画対象地域 

計画の調査対象地域は中央プラトー地方及び南部中央地方とする。対象地域の位置図は Annex-1 のと

おりである。 

最終的な施設建設対象サイト（村落及びカルティエ：集落）の詳細は協力準備調査の結果、決定され

る。 

 

3. 責任機関および実施機関 

3-1. 責任機関 ： 農業・水利・水産資源省である。 

3-2.  実施機関 ： 実施機関は水資源総局であり、農業・水利・水産資源省中央プラトー地方局及び

南部中央地方局と連携しつつ実施する。 

3-3. 組織図 ： 組織図は、それぞれ Annex2-1、2-2 のとおりである。 

3-4. その他 ： 「ブ」国側は、水資源総局とその地方局まで含めて確実に計画に参画すること、お

よび計画の責任機関として「ブ」国側負担事項を確実に履行することを約束した。 

 

4. 要請内容 

協議の結果、最終的に「ブ」国側から要請された内容は以下のとおりである。 

-ハンドポンプ付深井戸給水施設 300 基の建設 

-住民に対する啓発活動（施設維持管理及び衛生教育） 

対象候補村落リストは、Annex-3 のとおり。 

調査団は、今後の現地調査および国内解析により各コンポーネントの妥当性を検証し、無償資金協力

としての適確性にかかる評価結果を、日本国政府に報告する。 

 

5. 日本の無償資金協力制度 

5-1. 「ブ」国側は、調査団から日本の無償資金協力制度について説明を受け、Annex-4 に記載されて

いる内容について理解した。 

5-2. 「ブ」国側は、計画の円滑な実施のため無償資金協力を実施する場合の条件となる Annex-5 に記

述されている「ブ」国負担事項・予算措置について、実施スケジュールに基づき適切に履行する

ことを約束した。 

5-3. 日本側は、Annex-5 に記述されている負担事項に加え、今後の調査によって、さらに必要となる

負担事項・予算措置があれば、その内容を「ブ」国側に報告する。 

 

6. 今後の調査予定 

6-1. 調査団（コンサルタント団員）は、「ブ」国において、引き続き 2011 年 3 月 7 日まで追加調査を

実施する。 
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6-2. 本調査の結果、日本政府より本計画が無償資金協力案件として妥当であると判断されれば、JICA

は準備調査報告書（案）を作成し、2011 年 10 月頃に調査団を派遣し、その内容を「ブ」国に説

明するとともに「ブ」国の必要準備事項を確認する。 

 

7. その他の協議事項 

7-1. 上位計画・関連計画と計画の妥当性 

 「ブ」国側は同国の PRSP 及び「成長促進及び持続的な開発のための戦略：SCADDO」において飲料水

供給、衛生環境改善は優先的な項目として掲げられており、また、今後の MDGs の実行と目標達成のた

めの不可欠であること、さらに、「ブ」国の飲料水と衛生に関する国家計画（PN-AEPA2015）とも計画は

合致しているため妥当性・優先度が高いことを説明した。調査団は、要請内容の背景、上位計画におけ

る計画の優先度等を確認のうえ、支援の妥当性を認めた。 

 

7-2. 対象サイトの選定基準 

 対象候補村落リストの 511 村落のうち、選定クライテリアをもとに優先順位付けを行うことに「ブ」

国側は合意した。選定クライテリアは以下の通りとし、詳細については、本調査中に調査団と「ブ」国

側で協議する。 

 【選定クライテリア】  

・ 人口 

・ 給水率 

・ 既存水源までの距離 

・ 地下水ポテンシャル 

・ 水料金支払いの意思 

・ 既存井戸との整合性 

・ 水因性疾患 

・ 維持管理能力 

深井戸は、1 村落につき 1 本を建設することを基本とするが、給水事情が非常に悪い村落等について

は、双方協議の上、複数本の建設を検討する。1 村落で複数本建設する場合には、異なるカルティエで

実施する。 

 

7-3. 対象サイトの地方配分数 

 対象サイトの選定は、7-2 に記された優先順位に基づくが、両地方各々の選定村落数に大きな差が生

じないように配慮する。 

 

7-4. 学校の取り扱い 

 対象サイトに学校が含まれているものについては、村落住民への裨益を優先する。 

 

7-5. 代替村落の取り扱い 

 代替村落に関して、7-2 及び 7-3 項で作成したリストを下に、上位 300 サイトにて実施するが、同サ

イトにて2箇所で不成功井が出た場合は、対象候補村落リストの優先順位に沿って代替村落を選定する。 
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7-6. 深井戸の設計基準 

 深井戸の設計基準は PN-AEPA2015 に則る。 

揚水量については、「ブ」国基準では最低限 0.7 ㎥/h 以上確保することとなっている。しかし 0.7 ㎥

/h 以上確保が困難な場合及び揚水量が 0.5 ㎥/h 以上であれば、双方が協議し、その可否を決定する。 

 水質に関しては、WHO 飲料水ガイドラインを適用する。 

 

7-7. 技術支援（ソフトコンポーネント） 

 調査団は、「ブ」国から要請のあった給水施設の運営・維持管理のための住民啓発活動、住民組織化

にかかる技術支援について、その妥当性及び必要性を確認した。本調査において、「ブ」国で実施中の

「給水施設維持管理システム改革」及び技術協力プロジェクト（中央プラトー地方給水施設管理・衛生

改善プロジェクト：PROGEA）との連携を配慮した内容を検討する。 

 

7-8. 運営・維持管理にかかる「ブ」国が取るべき措置 

 調査団は、供与される施設の継続的な運営維持管理の重要性について説明した。「ブ」国側は、供与

される施設の運営維持管理のために必要な措置を本体実施スケジュールに基づき適切に講じることを

約束した。 

 

7-9. 予算にかかる「ブ」国の措置 

 調査団は、水資源総局及び農業・水利・水資源省が計画のフォロー及び維持管理支援を適切に行うた

めに必要な予算を確保することについて強く要請し、「ブ」国側は努力することを約束した。 

 

7-10. 環境社会配慮 

 「ブ」国は、PN-AEPA の枠組みで実施されるプロジェクトに関しては、「ブ」国で既に実施された「社

会環境管理計画」において評価が実施されていることを説明し、計画においてハンドポンプ付深井戸を

建設するにあたり、環境影響評価は不要であることを確認した。 

 

7-11. プロジェクトの重複 

 「ブ」国は、調査団に対し、既に計画対象地域における他ドナー、NGO、「ブ」国の開発計画等の支援

による計画と重複が無いよう既に調整を行ったことを説明した。また今後も引き続き重複を避けるよう

にすることを約束した。 

 

7-12. 調査に対する便宜供与 

 調査団の要請に基づき、「ブ」国は調査団の円滑な調査に資する以下のようなあらゆる支援を速やか

に行うことを約束した。 

a) 調査に必要となる全ての既存調査資料・政府刊行物・データの速やかな提供 

b) 政府関係機関の協力取付け 

c) 調査団の業務実施に際して第三者からクレームが生じた場合の対応 

d) 調査対象地域への立ち入り許可 

e) 現地調査に必要となる支援 

f) 調査関連資機材の通関手続き・免税措置 
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g) カウンターパートの配置・調査に必要な旅費の負担 

h) 調査団に対する執務スペースの確保 

i) 調査団の活動に係る安全確保のための必要な措置 

 

7-13. 免税措置 

 調査団は、本計画の実施に係る法人関係者の免税、調達される資機材等にかかる付加価値税、輸入税、

その他関連する税、通関および銀行手数料等の支払いについて、「ブ」国が手続きを早急かつ適切に行

う必要性を説明し、「ブ」国は将来締結される E/N 及び G/A に基づき、本計画の実施スケジュールに沿

って責任を持って措置を講じることを約束した。 

 

別添： 

１ 要請対象地域図 

２ 組織図 

2-1 責任機関組織図（農業・水利・水産資源省） 

2-2 実施機関組織図（水資源総局） 

３ 対象候補村落リスト 

４ 無償資金協力制度 

５ 「ブ」国負担事項・予算措置 

  

A-40



 

 

 

 

 

 

 

資料４b 協力準備調査テクニカルノート－現地調査時 
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ブルキナファソ国第二次中央プラトー及び南部中央地方飲料水供給計画準備調査 

テクニカルノート 

 
 

ブルキナファソ国第二次中央プラトー及び南部中央地方飲料水供給計画（以下「プロジェクト」）

の協力準備調査ミッションが 2011年 2月 2日から 3月 7日まで派遣された。 プロジェクト地域

における調査および協議の結果、日本テクノ（以下「コンサルタント」）と農業・水利・水産資源

省水資源総局（以下「DGRE」）は以下の項目についてテクニカルノートを作成した。 

 
1. DGREから調査対象村落の変更要請 
 
2009 年 8 月のブルキナファソ国政府からの要請内容は、レベル１（ハンドポンプ：pompe à 
motricité humaine、以下“PMH”という）による飲料水給水施設の建設のみであったが、対象
サイトとして 492の PMH給水対象サイトのほかに、18のレベル２（簡易給水施設：adductions 
d’eau potable simplifiées、以下“AEPS”という）給水対象サイトがリストアップされていた。
2010 年 7 月に DGRE 総局長名により本計画に対するレターが JICA に提出され、その中に
AEPSの建設 5サイトも記されていたことから、JICAブルキナファソ事務所の確認の結果、
「日本側の対応に委ねる」との回答を得たため、当初要請の PMH300サイトの建設による計
画で進められることとなった。 
しかし、ブルキナファソ国では井戸インベントリーの見直しが毎年実施されており、2009年
8月時要請の対象サイトリストは以前のインベントリーに基づいて申請されていたことから、
2011年 1月 DGREより対象サイトの見直しの申し出がなされた。 
2011年 2月 8日から 10日にかけて実施された JICA調査団と DGREとのミニッツ協議の際に
は、DGREより新たに 511の PMH調査対象サイトが提示され、双方によりその内容が確認さ
れ、ミニッツにそれらのサイトリストが付属書として添付され、署名された。 
しかしながら、DGREが再度対象サイトを見直し、それらの中の幾つかが既に 100％もしくは
100％に近い高い給水率を持つサイトであったとの認識により、2月 14日、2月 10日のミニ
ッツに添付した調査対象サイトの一部に対して変更要請がなされた。 
ミニッツ署名付属調査対象サイトに対する変更要請内容は以下のとおりである。 

i. 中央プラトー地方における調査対象サイトは変更なし 
ii. 南部中央地方においては給水率の高い 19サイトが削除され、新たに 19サイトが
追加された。 

南部中央地方において、削除されたサイトおよび新たに追加されたサイトを ANNEXE-1に示
す。 
 

2. 調査対象サイト 
 
プロジェクトにおける調査対象サイトは、上述の経緯を経て、中央プラトー地方及び南部中

央地方の両地方における 511箇所の PMH対象サイトとなる。 
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コンサルタントはDGREとANNEXE-2に示すサイトを最終的なプロジェクト調査対象サイト
として確認した。 

 
3. ブルキナファソ国負担事項の確認 
 
プロジェクトの実施に当たって、ブルキナファソ国の負担事項を以下のとおり確認した。 
・ プロジェクト実施に必要な各活動におけるカウンターパート人件費の負担  
・ ブルキナファソ国への入出国及び業務実施期間中に必要な許可の授与  
・ 本計画に係る資機材の関税、国内税の免除  
・ 日本側銀行の業務に係る手数料の負担  
・ 本計画実施に係る車両の登録支援  
・ 本計画に必要な資料と情報の提供  
・ 工事基地、倉庫、機材ヤードの用地確保と整地（土地収用や建設に対する許可）  
・ アクセス道路の整備及び補修工事  
 
4. 掘さく井戸成功井とするための水質基準 
 
WHO飲料水水質基準（2004）に準拠する。 
 
5. ハンドポンプ井戸付き深井戸へのアクセス距離、他 
 
これまでの PN-AEPAの規定によれば、集落の中心から深井戸までの距離は 500m以内とされ
ていたが、その後の見直しにより、現在は 1kmに変更されている。 
そのほか、ブルキナファソ国のハンドポンプ付深井戸の給水計画緒元は以下のとおりである。 
・ 給水原単位： 20リットル/人/日 
・ ハンドポンプ 1基あたりの給水人口は 300人。 

 
6. 対象サイトの選定基準 
 
2月 10日のミニッツ署名により、候補村落から対象サイト及び代替サイトとして選定する際
のクライテリアは以下の通り示されている。 
【選定クライテリア】 
① 人口 
② 給水率 
③ 既存水源までの距離 
④ 地下水ポテンシャル 
⑤ 水料金支払いの意思 
⑥ 既存井戸との整合性 
⑦ 水因性疾患 
⑧ 維持管理能力 

 
井戸を設置する上で、⑧井戸の維持管理（及び⑤水料金支払い意思）は設置後持続的に水を
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供給するために必須の事項であり、従ってこれが欠如する場合は評価の対象とせず棄却する。

ただし、アンケート等などから、教育普及により持続的な維持管理の可能性が認められる場

合は評価の対象とする。 
 
本プロジェクトは村落及びカルティエの住人に対する持続的な飲料水供給を目的とし、前提

として、住民による維持管理組織を形成する必要がある。 
主な給水対象が学校もしくは CSPS 等となり、住民による維持管理組織の形成が実施されな
い状況が濃厚であるサイトについては評価の対象とせず棄却する。ただし、井戸の位置が学

校もしくは CSPS 等の敷地であっても、住民による維持管理組織の形成が確約される場合は
評価の対象とする。 
 
以上の事項を前提とし、評価は ①住民の人口、②現況の給水率および ③既存水源までの距
離 を最重要評価項目とする。これらの項目を 3～4 段階評価分けし、それぞれの段階に点数
付けを行って加算し、総合点評価を行う予定である。 
総合点評価の高い順に優先順位が高くなる。 
 
過去の経験から、地下水の開発が著しく困難な地域に限っては、④地下水ポテンシャルを重

要な項目として評価する。 
すなわち、現況における既存井戸の分布状況等の調査を行った上で、⑥既存井戸との整合性

を水理地質的に解析し、開発の可能性が期待できる地域の住民に対して、① ② 及び③の事
項を考慮しながら対象サイトの優先順位付けを行う。 
 
⑦水因性疾患は設置後のインパクト評価のための指標として重要である。しかしその地域の

現況において、非常に深刻な水因性疾患が際立って高い場合は、重要な対象サイト優先順位

付け評価クライテリアとして扱うものとする。 
 
7. 深井戸設置箇所数 
 
本プロジェクトにおいては、ハンドポンプ付き深井戸の設置数は中央プラトー及び南部中央

両地方合わせて 300サイトである。 
深井戸は、1 村落につき 1 本を建設することを基本とするが、給水事情が非常に悪い村落等
については、双方協議の上、複数本の建設を検討する。1 村落で複数本建設する場合には、
異なるカルティエで実施する。 
本協議は協力準備調査報告書（案）の説明ミッションの際に行う。 
 
8. ハンドポンプ用深井戸実施手順 
 
ハンドポンプ用深井戸の掘削地点は、水理地質条件、社会条件を考慮し決定する。本プロジェク

トにおける成功井の水量基準は DGREの基準に基づき 0.7m3/時とする。ただし揚水試験時の適正

揚水量が 0.5～0.7m3/時にとどまる場合は、コンサルタントとDGREほか関係者による協議により、

成功とするか不成功とするか最終決定する。 

不成功井の場合、1サイトにてプロジェクトは原則的に 2本目まで掘削する。2本とも不成功の場
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合は、同サイトをキャンセルし、予備サイトに移行する。 

 
9. ハンドポンプ機種 
 
ハンドポンプは対象地域で複数モデルがあるが、DGRE ではモデル指定はない。コンサルタ
ントは、流通度、住民の受入れ度、アフターサービス、品質・寿命などの諸条件をもとに提

案することとする。製造国によっては安価で品質の劣悪なポンプが流通しており、納入業者

選定においては、原産国証明の提示や材質規定などを考慮するよう注意がある。また、コン

サルタントは、ポンプメーカーによる修理工（AR）トレーニングおよび修理工具調達を納入
業者の業務パッケージとしてプロジェクトに含めることを検討する。 
 

 
Ouagadougou, 2011年 3月 1日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

DGRE  コンサルタント 
 
 
 

農業・水利・水産資源省水資源総局  
総局長 
Ousséini THANOU 

 日本テクノ株式会社 
業務主任 
菅  真 
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